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ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
ぐ
駅
農
房
（
届
匡
！
届
霞
）
は
『
フ
ァ
ブ
リ
カ
』

の
脳
神
経
の
記
述
に
あ
た
っ
て
、
ガ
レ
ノ
ス
の
『
身
体
諸
部
分
の

有
用
性
」
と
『
神
経
の
解
剖
に
つ
い
て
」
を
参
考
に
し
た
と
考
え

ら
れ
る
。
脳
神
経
の
記
述
を
含
む
『
解
剖
手
技
』
の
後
半
部
分

が
、
ギ
リ
シ
ャ
語
で
伝
存
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
「
身
体
諸

部
分
の
有
用
性
」
に
は
冒
旦
ｇ
露
）
に
よ
る
英
語
訳
が
あ
る
。

ま
た
「
神
経
の
解
剖
に
つ
い
て
」
は
⑦
○
脇
（
弓
誘
）
に
よ
る
英

語
訳
が
あ
り
、
坂
井
・
池
田
・
月
澤
が
日
本
語
訳
を
行
っ
て
い

る
。

ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
『
フ
ァ
ブ
リ
カ
』
に
含
ま
れ
る
脳
神
経
、
と

く
に
第
三
対
と
第
四
対
の
記
述
に
、
ガ
レ
ノ
ス
の
両
書
の
内
容
が

ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
て
い
る
か
を
比
較
検
討
し
た
。
ガ
レ
ノ
ス

39

ガ
レ
ノ
ス
と
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の

解
剖
学
の
比
較
研
究
（
二
）

Ｉ
第
三
・
叫
対
の
脳
神
経
を
例
に
と
っ
て

坂
井
建
雄

が
同
定
し
た
七
対
の
脳
神
経
は
、
現
代
の
解
剖
学
に
よ
る
一
二
対

の
脳
神
経
と
以
下
の
よ
う
に
対
応
す
る
。

［
ガ
レ
ノ
ス
に
よ
る
［
現
代
の
解
剖
学
に
よ
る

脳
神
経
］
脳
神
経
］

第
一
対
視
神
経
Ⅱ

第
二
対
動
眼
神
経
Ⅲ

第
三
対
、
第
四
対
三
叉
神
経
Ｖ

第
五
対
顔
面
神
経
Ⅶ
、
内
耳
神
経
Ⅷ

第
六
対
舌
咽
神
経
Ⅸ
、
迷
走
神
経
Ｘ
、

副
神
経
Ⅲ

第
七
対
舌
下
神
経
皿

ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
「
フ
ァ
ブ
リ
カ
』
で
は
、
第
四
巻
が
末
梢
神

経
を
扱
い
、
そ
の
第
四
章
か
ら
第
一
○
章
が
七
対
の
脳
神
経
を
扱

っ
て
い
る
。
ま
た
こ
れ
ら
の
章
に
先
だ
っ
て
、
脳
底
を
示
す
図

と
、
脳
神
経
の
外
観
を
示
す
図
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
第
一

巻
は
骨
を
扱
う
が
、
そ
の
第
一
二
章
は
頭
蓋
の
孔
を
扱
っ
て
お

り
、
脳
神
経
の
通
路
に
つ
い
て
の
記
述
が
含
ま
れ
て
い
る
。
「
フ

ァ
ブ
リ
カ
』
の
第
一
巻
に
は
、
詞
門
ｇ
ａ
ｇ
己
ら
（
ご
認
）
に
よ

る
英
語
訳
が
あ
る
。
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ガ
レ
ノ
ス
に
よ
る
第
三
対
の
脳
神
経
は
、
お
お
む
ね
三
叉
神
経

の
第
一
枝
（
眼
神
経
）
と
第
三
枝
（
下
顎
神
経
）
に
相
当
す
る
。

第
四
対
は
、
「
身
体
諸
部
分
の
有
用
性
」
で
は
大
・
小
口
蓋
神
経

（
三
叉
神
経
第
二
枝
か
ら
分
か
れ
る
）
に
相
当
し
、
そ
の
後
に
執
筆

さ
れ
た
『
解
剖
手
技
」
お
よ
び
『
神
経
の
解
剖
に
つ
い
て
』
で

１
は
、
こ
れ
に
加
え
て
交
感
神
経
幹
（
お
よ
内
頚
動
脈
神
経
）
が
含

３０伽
ま
れ
る
。
ガ
レ
ノ
ス
は
、
各
脳
神
経
に
つ
い
て
走
行
の
全
貌
を
観

瑁
察
し
て
い
な
い
が
、
部
分
的
な
観
察
の
記
述
か
ら
ど
の
脳
神
経
を

鍔
観
察
し
た
か
は
確
実
に
同
定
で
き
る
。

９鐸
ヴ
ェ
サ
リ
ゥ
ス
に
よ
る
第
三
対
の
脳
神
経
は
、
小
さ
な
根
と
大

誌
き
な
根
に
分
か
れ
る
。
小
さ
な
根
は
、
ほ
ぼ
三
叉
神
経
の
第
一
枝

識
に
相
当
し
、
上
眼
窩
裂
を
通
っ
て
眼
窩
に
侵
入
す
る
が
、
そ
の
枝

嘩
の
一
部
に
つ
い
て
奇
妙
な
記
述
が
あ
る
。
こ
の
神
経
の
枝
の
一
つ

本日
が
、
下
眼
窩
裂
を
通
っ
て
側
頭
部
に
抜
け
て
側
頭
筋
を
支
配
す
る

と
い
う
。
し
か
し
実
際
に
は
こ
の
よ
う
な
走
行
を
と
る
枝
は
な

く
、
側
頭
筋
を
支
配
す
る
枝
は
三
叉
神
経
の
第
一
枝
で
は
な
く
第

ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
に
よ
る
第
三
対
の
脳
神
経
の
大
き
な
根
は
、
ほ

ぼ
三
叉
神
経
の
第
三
枝
に
相
当
し
、
卵
円
孔
を
通
っ
て
頭
蓋
腔
か

三
枝
か
ら
分
か
れ
る
。

ら
で
る
が
、
そ
の
枝
は
下
顎
骨
の
内
部
お
よ
び
舌
の
粘
膜
に
分
布

す
る
と
図
に
描
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
根
か
ら
、
上
顎
の
歯

に
分
布
す
る
枝
が
分
か
れ
る
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は

実
際
に
は
、
三
叉
神
経
の
第
二
枝
か
ら
分
か
れ
る
べ
き
も
の
で
あ

つ
（
》
Ｏ

ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
に
よ
る
第
四
対
の
脳
神
経
は
、
口
蓋
の
粘
膜
に

分
布
す
る
と
図
に
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
実
際
に
は
三
叉
神

経
の
第
二
枝
か
ら
分
か
れ
る
も
の
で
あ
る
。
ガ
レ
ノ
ス
の
『
身
体

諸
部
分
の
有
用
性
」
の
記
述
に
対
応
し
て
い
る
。

ガ
レ
ノ
ス
の
脳
神
経
の
記
述
の
う
ち
、
第
三
対
と
第
四
対
は
も

っ
と
も
不
正
確
な
部
分
で
あ
る
。
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
『
フ
ァ
ブ
リ

カ
」
で
の
脳
神
経
の
記
述
お
よ
び
図
解
は
、
第
三
対
と
第
四
対
に

関
し
て
は
、
人
体
の
解
剖
所
見
を
図
示
し
た
も
の
で
は
な
く
、
ガ

レ
ノ
ス
の
断
片
的
な
記
述
を
、
想
像
に
よ
っ
て
ふ
く
ら
ま
せ
て
図

解
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
順
天
堂
大
学
医
学
部
解
剖
学
教
室
）


